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Ⅱ．三陸津波地震の特徴



東北地方太平洋沖地震

東北地方太平洋沖地震

学ぶ防災より

田老の防潮堤チリ地震津波明治三陸地震



Ⅲ．貞観年間の地震



仙台平野の津波浸水域と堆積物

3.11の浸水域
国土地理院より

貞観地震の
津波堆積物

産総研より

3.11の浸水域と
貞観地震の

津波堆積物の比較

梗概集図1より



正史『日本三大実録』の記録

現代語訳（意訳）

…陸奥国で大地震が起きた。…多賀城の倉庫・門・櫓・墻

壁などが多数崩れ落ちた。…津波が多賀城下まで遡上した。

…原野も道路もすべてが青海原の様になった。津波から逃

げれなかった1000人ほどが溺死した。…

原文

「（前略）陸奧國地大震動（中略）城郭倉庫 門櫓墻壁 頽落

顛覆 不知其數（中略）驚濤涌潮 泝洄漲長 忽至城下（中略）

原野道路 惣爲滄溟（中略） 溺死者千許（後略）」

Googleマップより



末の松山
多賀城市観光協会より

和歌 「末の松山」

百人一首
（清原元輔）



百人一首
（二条院讃岐）

沖の石
多賀城市観光協会より

和歌 「沖の石」
Googleマップより



Ⅳ．千年周期の災害に対する教訓



人間・地域・社会の記憶と記録



文化として残す （1）口伝

旧大川小学校語り部



文化として残す （2）祭事・行事

京都祇園祭

https://souda-kyoto.jp/blog/00740.html
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まとめ
発生頻度の極めて低い巨大災害に対しては、

①石碑などの「形」で残すことには限界がある。

②口伝や行事、地名といった「文化」として残す。

③「文化」として残せる、社会システムの構築。


